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 Ⅳ まちづくりの課題 

本市の現況特性、将来推計人口、それに伴う公共交通、生活サービス施設の分析結果

等から、まちづくりの課題を整理します。 

 

１. 子育て世代の満足度向上・流入促進 

本市は、臨海部の工業地帯において働く場が確

保され、かつ、名古屋への通勤圏として、多くの

若者や子育て世代が居住しています。こうした若

者や子育て世代が住み続けることで、本市の人口

を維持することができます。一方で、2000 年から

2015 年までは自然増減、社会増減ともプラスで推

移していた人口動態が、2020 年は自然増減がプラ

ス、社会増減がマイナスで全体としてはマイナス

に転じています。このため、住宅・宅地供給や充

実した公共交通と道路網の交通利便性を生かし、

子育て世代が本市に住み続けたくなるような施

策の展開が必要です。 

加えて、良好な居住環境や生活利便性の確保と

ともに、都市としての魅力を高めることにより、

若者や子育て世代の更なる流入促進を図ること

も必要です。 

 

 

２. 高齢者の増加への対応 

年齢 3 区分別人口割合の推移では、目標年度

である 2041 年までには、老年人口が増加します。

このため、利用実態を考慮しつつ介護福祉施設

の維持・充実を図ることが必要です。 

さらに、外出機会を増やすことは、高齢者の

健康寿命を延ばし、医療介護に係る財政負担の

軽減につながると考えられます。このため、高

齢者の集いの場等となる交流施設等の更なる充

実が必要です。また、生活サービス施設の拡大

を図り、高齢者増加への対応を図ることが必要

です。 

 

  

図 年齢 3 区分別人口割合の推移（再掲） 

出典：国勢調査 

図 人口動態（再掲） 
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３. 公共交通の維持・充実 

本市は、鉄道、路線バスといった基幹的公共交通

が充実しており、日常生活の移動手段等として利用

されています。第 5 回中京圏パーソントリップ調査

の結果からは、名古屋市等の周辺市町と結ばれてい

る状況もみられます。こうした基幹的公共交通につ

いては、将来にわたって維持していくことが必要で

す。 

循環バスは、鉄道、路線バスとともに市民の日常

生活の移動手段等となる公共交通であり、高齢者の

増加が予測される本市東部地域をカバーする等、重

要な役割を果たしています。循環バスに関するアン

ケート調査でも、その重要性は広く市民に認識され

ています。このため、地域や高齢者の生活を支えて

いくためにも、循環バスの維持・充実に加えて、地

域バス等による送迎サービスなど福祉面の充実も

必要となっています。利便性向上のためには、鉄道、

路線バス、循環バス、タクシーといった公共交通が

相互連携し、公共交通ネットワークの形成・充実を

図ることが必要です。 

 

 

４. 生活サービス施設の維持・充実 

生活サービス施設の分析結果から、本市は、一部に生活サービス施設のサービス圏外

となる地域がみられますが、将来推計人口から、現在と同規模の人口が確保されること

から、現在の生活サービス施設を将来にわたって維持・充実していくことが必要です。 

特に、新駅周辺では、駅の利便性、広域病院の拠点性を生かし、商業施設等の生活サ

ービス施設の誘導を図ることが必要です。 

主に車での利用が想定される幼稚園等の子育て支援施設や通所施設等の介護福祉施設

では、今後の公共施設の再編や福祉施策との連携に応じて、施設の配置の調整を行うこ

とが必要です。 

 

  

図 周辺市町への移動状況（再掲） 
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５. 安心安全な居住環境の確保 

本市には、土砂災害のリスクが大きい箇所や水害のリスクが大きい箇所といった居住

にふさわしくない区域があり、こうした区域にも将来的に人口が分布すると予測されま

す。こうした区域に居住することについて精査し、安全な居住環境を確保する必要があ

ります。 

また、本市の財政は、比較的安定していますが民生費等は増大しており、今後の高齢

者の増加等を勘案すると、さらに増大することが想定されます。このため、既存のイン

フラ施設を活用しながら適切な生活利便性の確保や高齢者等の健康寿命延伸により財政

負担を軽減し、健全な都市経営を確保することが必要です。あわせて、バリアフリー化

やノーマライゼーション＊を進め、高齢者や障害者をはじめだれもが安心して暮らせる環

境を確保することが必要です。 

 

 

６. 新たな都市の骨格構造の構築 

本市を南北に縦貫する（都）名古屋半田線沿道は、土地区画整理事業等の実施等によ

り人口定着が進み、将来的にも人口が集積していると予測されます。また、生活サービ

ス施設の評価においても、既に生活サービス施設が充実している地域に該当します。し

かし、公共交通の分析結果では、鉄道、路線バスの徒歩圏外となる地区がみられます。 

このため、東海市都市計画マスタープランに位置付けた拠点や軸を踏まえ、新たな都

市の骨格構造を構築することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（安心安全な居住環境の確保）  
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